
10月30日 午後1時30分〜 4時30分
（開場 : 午後1時）

（長野駅から徒歩10分、もんぜんぷら座斜め向かい　TEL 026-233-8080）

主　催●『カンボジアの人権・平和フォーラム in ながの』実行委員会
事務局● 特定非営利活動法人「人権センターながの」

長野市生涯学習センター（トイーゴ） 4F 大学習室

土2010年

カンボジアの人権・平和フォーラム in ながの
［講 演］

『ポル・ポト裁判 生き残り証人の訴え 』
氏（トゥール・スレン政治犯刑務所生き残り証人、79歳）

『ポル・ポト政権時代と特別法廷について 』

チュム・メイ
［報 告］

（フリージャーナリスト）

後援・協力●長野県・長野県教育委員会・長野市・長野市教育委員会・ 日本労働組合総連合会長野県連合会・ 長野県社会福祉協議会・長野市社会福祉協議会
　　　　　　長野県念仏者九条の会・信濃毎日新聞社・中日新聞社長野支局・ 読売新聞長野支局・毎日新聞社長野支局・朝日新聞社長野総局・ 時事通信社長野支局
　　　　　　SBC 信越放送・NBS 長野放送・TSB テレビ信州・長野朝日放送・長野エフエム放送・ＦＭぜんこうじ・ 長野市民新聞社・オフィスエム・（財）大竹財団

内山二郎

連絡先：長野市若里1-19-5 長野市中央隣保館内 TEL:026-225-5045　FAX:026-227-0212
　　　　　　   jinken-nagano@vesta.ocn.ne.jp（担当：中本）

会場

500円
参加費

（資料代）
＋カンパ

「人類規模の犯罪」と言われる大
ジェノサイド

虐殺がなぜ行われたのか。
──私たちの心に潜む「内なる差別や暴力性」と対峙する。

パネル展示 「ポル・ポト時代とカンボジアの今」同時開催

コー・トム村の外れに建つ犠牲者納骨慰霊塔

ポル・ポト政権崩壊時、トゥールスレン政治犯刑務所
生き残りの7人。左端がチュム・メイさん。



1970年代後半、カンボジア全土で170万人から200万人を虐殺などで死に追いやったといわれる旧ポル・ポト政
権。政権崩壊から31年目の2010年7月、カンボジア特別法廷にて、約1万7千人が拷問の末虐殺されたトゥール・
スレン政治犯収容所の元所長カン・ケ・イウ被告に対して初めての判決（禁固35年）が言い渡されました。
今回のフォーラムでは、自らが受けた過酷な拷問体験を証言した「生き残り証人」の一人、チュム・メイさんが
来日し、講演します。ポル・ポト政権下で体験した非人道的行為を語っていただき、「人類規模の犯罪」と言わ
れる大虐殺（ジェノサイド）がなぜ行われたのかについて学ぶと同時に、私たちの心に潜む「内なる差別や暴力性」
（自らの保身のために見て見ぬふりをする、あるいは、いじめ・差別・虐待・戦争に加担してしまう心のありよ
う等）について考えてみたいと思います。

ポル・ポト軍支配下でエンジン修理の労務に就いていたとき
に突然逮捕され、トゥール・スレン政治犯刑務所に連行され
る。以後、筆舌に尽くしがたい拷問を受ける。
ポル・ポト政権が崩壊し、開放される。
プノンペン市のトゥール・スレン元政治犯刑務所跡で『語り
部ボランティア』をはじめる。
ポル・ポト裁判特別法廷で生き残り証人として証言台に立つ
ポル・ポト時代の被害者の会「クセム・クサン」を設立

1978年10月

1979年１月
2009年２月

2009年６月
2010年３月

学生時代に、ベトナム戦争を体験しに現地に赴く
アジア、アフリカ、インド、東欧などを取材
カンボジア訪問
カンボジア教育支援、ストリート・チルドレン支援
などの活動を始める
トゥール・スレンの生き残り証人チュム・メイさんの
ロングインタビュー、虐殺の村を訪ねる
チュム・メイさんとポル・ポト裁判に関する取材
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講演者プロフィール

チュム・メイ
トゥール・スレン政治犯刑務所生き残り証人、79歳

報告者プロフィール

『カンボジアの人権・平和フォーラム in ながの』実行委員会

内山二郎
フリージャーナリスト

実行委員●内山二郎・大塚美智子・北原広子・高橋典男・武田るい子・戸田千登美・中島清志
　　　　　中本佳代子・野池元基・原 篤樹・日野 勝・松嶌澄雄・横谷マリア・吉沢小枝
事務局● 特定非営利活動法人「人権センターながの」
　　　　 長野市若里1-19-5 長野市中央隣保館内 TEL:026-225-5045　FAX:026-227-0212　 E-Mail jinken-nagano@vesta.ocn.ne.jp（担当：中本）

氏

▲トゥール・スレンの生き残りの一人、バン・ナットさん（画家）が描いた拷問の図

▲時代の証人として、自らの体験を若い世代に語るチュム・メイさん

うちやま じろう

13：00　開場
13：30　開会
　　◎報告『ポル・ポト政権時代と特別法廷について』
　　　内山二郎
　　◎講演『ポル・ポト裁判〜生き残り証人の訴え〜』
　　　チュム・メイ氏
　　◎フォーラム 会場参加者と意見交換
16：30　開会
＊パネル展示「ポル・ポト時代とカンボジアの今」同時開催

プログラム  2010年10月30日
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ポル・ポト裁判
生き残り証人と共に考える


